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幹　 事 ：五 来　逸雄

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．は じめ に

　骨粗鬆症患者 は ，現在人 口 の 約 1割を占 め ，1，000万

人 と い わ れ て い る が
1），そ の た め に 起 こ る 骨折 は 日常

生活を著 し く障害 し，ま た，医療経済上 も大 きな問題

で あ る
2）．一

方骨粗鬆症 の 予防的管理を行 うこ と に よ

り骨折率を半減 し うる こ とが知 られ て い る
3）．高齢化

社会 の 到来 に よ り今後ま す ま す骨粗鬆症患者数の 増加

が 予 想 さ れ る が ，本邦婦人 に お け る 骨粗鬆症管理 は 重

要 か つ 今日的な 課題 で あ り，と くに そ の 最終 目的は 骨

折 の 予防 に ある，

　 こ の よ うな背景の も とに 生殖内分泌委員会 の な か に

本 小委員会が設置 され過去 3年間に わ た り こ の 問題に

関 して 討議 を重ね て きた が， こ こ に
一

指針 と し て 本管

理方式を作成 した ，

　　　　　　　　　2．管理 方式

　 1）管理 開始 の 時期 と対象

　骨粗鬆症は 骨量が減少 し，骨成分は 正 常に保た れ て

い る疾患 で あ り
4，

，

一
般 に 骨折 が 起 こ る ま で 臨床的 に

は無症状で ある
ユ〕．女性 で は閉経後 ， 両側卵巣摘除後 ，

卵 巣機能不全 な ど に よ り急激な 骨量減少が起 こ る た

め
5｝”11 ）

， 発症頻度が高 い
5）一’ロ ，．骨量減少 と骨折 の 危険

率は 密接に 相関 し
’2）一一15 ｝，しか も現在比較的簡 便 に 骨量

測定 が 可能 で あ る
16｝−Zl）．ま た

， 骨量 減少 を 他 の 臨床所

見か ら予測する こ と は で ぎない
12）”15）．した が っ て

， 卵

巣機能 が 衰退 し始 め る 40歳以降の 女性 に お い て は ，で

きる 限 り乳癌 ・子宮癌検診 ， そ の 他 の 機会 に
一

度 は 骨

量測定を 行 う こ とが 望ま し い ．そ の 後 の 測定頻度 は 骨

量値 に よ つ て 決 め る．

　 2）検査実施 間隔

　40歳 以降 の 女性，特 に 閉経婦人 で ，そ の 腰椎 （L ，

一Lq）前 後像骨 量値が女 性 の 3 歳代後半 に み ら れ る最

大骨量 値 〔QDR −IOeO　1．0509／cm2 ）
22〕

か らの 10パ ーセ

ソ ト未満 の 減少 の 場合 に は 骨粗鬆症発症 の 危険 は 比較

的低 く
12 ）
一’15 ）231 −27 ），3 〜5年後 の 骨量測定 で よ い ．しか

し，骨量 の 減少 が 10パ ーセ ン ト以上 で 20パ ーセ ン ト未

満 の 場合 に は 骨粗鬆症発症 の 危険性 が あ り， 1 〜2 年

に 1回骨量測定を行 う．さ ら に，最大骨量値 の 20パ ー

セ γ ト以上 滅少 し た 場合
12 〕
噌L5 ）2砺 2

恥 こ は ホ ル モ ン 補充

療法な どの 治療 ， そ の 効果判定 ， 骨量減少速度の 管理

な どが必要 と な り，こ の た め 1年に 1 回 の 骨量 測定を

基準 とす る こ と が 望 ま し い ．

　3）検診方法

　骨量測定部位 と し て は，骨量 の 変化が．早期 に 認め ら

れる海綿 骨 が 適 して お り
29｝｝sz，，　 DPA ，　DXA ，　Q −CT に

よ る椎体，あ る い は DPA ，　 DXA に よ る大腿骨頚部 な

ど で の 測定 が精度 も よ L・33）
”41 ｝．検診 と し て こ れ を実施

す る た め に は 地域 の 基幹病院 ， 医師会 セ ソ タ
ー

な どに

骨暈 定量 機器 を 設置す る必 要 があ る．し か し な が ら

SPA に よ る橈骨踵骨 の 測定，中手骨 の 骨萎縮度 （MD

法，MD −MS 法 ，
　DIP 法）， 脊椎単純 X 線写真 な ど も用

い られ て い る の が 現況 で ある．

　 4）管理対 象 の 診断基 準

　 1．閉経後骨量減少

　閉経後10年以内の 婦人 で 臨床症状が な く， X 線像上

骨折や 骨強度減少 を認 め ず，骨量 測定 に て 最大骨量 か

ら20パ ーセ ソ ト以上 の 減少
13）14 〕22）

一一2s）を認め る が
， 骨粗

鬆症 （下 記の 診断基準） に 至 ら な い 状態を閉経後骨量

減少
42 ）
一’45 ）と し て ，骨 粗 鬆症 発 症 予 防 の た め の 管 理 対象

とす る （表 1）．

　 2．卵巣機能欠落 に よ る骨量減少
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　閉経前婦人 で の 両側卵巣摘出，卵巣機 能不 全な ど で

は 骨 量 が減少する こ とが多い の で
B ）
一一11 ）‘7 ｝−52 ，，早期か ら

管理を必要 とす る．

　3．退行期骨粗鬆症

　厚生省 シ ル バ ーサ イ エ ソ ス 研究班診断基準 （表 2 ）

を適応す る
53）．

　5）骨代謝パ ラ メ ータ
ー

　骨代謝 パ ラ メ ー
タ
ー

の 測定は 骨粗鬆症の 病態診断，

治療法選択 ， 治療効果判 定，お よ び他疾患 との 鑑別な

どに 必要で あ る 〔表 3，表 4 ）．現在骨形成，骨吸収 の

パ ラ メ
ー

タ
ーと し て は 以下 の もの が あ る ，現時点 で は

各種の 疾患鑑別 の た め 血1清 カ ル シ ウ ム ， リ ン ，ア ル カ

リ 7 オ ス 7 ア タ
ーゼ 測定 は 必須 と 考 え られ る．

　6）鑑別診断

　鑑別 しな け れ ば な ら な い 疾患は続発性骨粗鬆症 〔原

発性 ・続発性副甲状腺機能亢進症 ， 甲状腺機能亢進症 ，

糖尿病，ク ッ シ ソ グ症候群，不 動性，栄養性 （胃切除

後等）， 各種薬剤 （ス テ 卩 イ ド剤 ，抗痙攣剤 な ど）服 用

に よ る もの な ど〕，骨軟化症，慢性 関節 リ ウ マ チ ，悪性

腫瘍 の 骨移転，多発性骨髄腫，外傷等 で あり，ほ か に

腰背部痛を きた す もの が含 まれ る （表 4）．

　　　　　　　 3．日常生活 の 指導

　 1）運動療法

　 日常生活の 活動性 と骨量 と は 関係があ り，閉経期以

降 も骨量 を維持す る に は 日常生 活 の 活動性 を低 ドさせ

な い こ とが必 要 で あ る．

　運動療法 と し て エ ア ロ ビ ク ス ，ジ ョ ギ ン グ ，水 泳，

歩行な どで 効果 が あ る と報告 され て い る
1°°）．運動 量 の

目安 と して は 週 3回， 1 囘 3G分以上が必要 で あ る と い

わ れ て い る
L°1）．こ れ らの 運動 の うち歩行 が 容易 で ある

が，効果 を あげ る た め に は 階段 の 昇降 ， 速歩， 1 口 1

万歩位 の 歩行 が 望 ま し い ．運動療法 の 効果 は 短期間 で

は獲i得で きず， 2 〜3年 以上続け る必要 が あ る 1°2）．

　 2）食事療法

　骨量を維持す るた め に 最 も必要 な栄養素 は カ ル シ ウ

ム で あ る。カ ル シ ウ ム 摂取量が多い ほ ど骨量 の 低 ドが

少 な い
103 ）．我 が 国 の カ ル シ ウ ム 摂 取 量 の RDA

（Recommended 　Dietary　Allowance） は 600mg／日で

あ る が 104 ）
，

80   mg 畑 の カ ル シ ウ ム 摂取で カ ル シ ウ ム

バ ラ ソ ス が平衡に達す る と報告 され て い る
1°s ）

（米国で

は 閉経前 は ／，000mg ，閉経 後 で は 1．500mg を勧 め て い

る
エ06）

）．た だ し摂取量 が RDA に 達 して い て も ， 吸収 が

悪けれ ば 骨量 は 維持 で きな い ． カ ル シ ウ ム 吸 収率 は 牛

亊L　乳製品，大 豆製品 （豆腐 な ど） な ど が よ い ．食事

か ら の カ ル シ ウ ム 摂取 が 不十分 の 場合 に は カ ル シ ウ ム

剤も勧め られ る．

　　　　　　　　　4．治　　療

　閉経後骨量減 少 の 主 因 は エ ス ト 卩 ゲ ン 欠乏 で あ り，

骨粗鬆症発症の 予防，ある い は初期治療 は ホ ル モ ン 補

充療法 が 中心 と な る
3｝4s ｝．ほ か に 活 性型 ビ タ ミ ン 　D3

（D，）製剤 ，
カ ル シ ト ニ ソ （CT）製斉l！， イ プ リ フ ラ ボ

ン 等がある．CT 製剤は D3製剤と同様 に 頻用 され て お

り
’°7〕，腰痛 と骨量 に 対す る効果 は 評価 され

L°7 》
−1°9），欧

州 で は ホ ル モ ソ 補充療法が適応 とな らな い 場合 に は 本

剤が 使 わ れ て い る
3〕4S ）．

　 1） ホ ル モ ン 補充療法

　 1．対 象

　下記 の もの を治療対象 とす る が，該 当 しな い 場合 で

も老年 期 の 生 活 を考慮 し て 予防 的 ホ ル モ ン 補 充療

法
110 ）111 ）が 勧 め られ て い る．

　 （1）閉経後婦人 で 次 の い ず れか に 該当す る もの

　（i） 厚 生 省 シ ル バ ーサ イ エ ン ス 研 究 班 診 断基準 で 4

点以 上

　（ii）閉経 後骨量減少，す なわ ち 骨量が最大骨量 の 20

パ ーセ ン ト以 上 の 減少

　 （2）閉経 前婦入 で の （i）両側卵巣摘出，（ii）卵巣 件

無月経 な ど長期の 卵巣機能障害

　2．投与薬お よ び 投与量

　 （D エ ス ト Pt ゲ ン 製剤

　結合型 エ ス ト 卩 ゲ ン ：0．625mg ！日 （プ レ マ リソ  

　 メ ス ト ラ ノ
ー

ル ：G ．02〜O．03mg／H （デ 月ミシ ソ   ）

　 r 一ス ト リ オ ール ：2mg ／日 （ホ
ー

リ ン   ，エ ス ト リ
ー

ル   ）

こ の ほ か
，

エ ス ト ロ ゲ ン パ ッ チ 剤 な ど が 開発中 で あ る．

　（2） ゲ ス タ
ーゲ ソ 製剤

　酢酸 メ ド 卩 キ シ プ ロ ゲ ス テ 卩 ン （MPA ）：5〜10mg／

日 〔プ ロ ベ ラ  
，

ヒ ス P ン   ）

　 ノ ル エ チ ス テ ロ ン ：0．5− 1．Omg7 日な ど （ノ ア ル テ

ン  
，

プ リ モ ル ト N   ）

　 3．投与法

　 投 与法 は 大 ぎく 4 種類 に 区 別 さ れ る．す な わ ち，ゲ

ス タ ーゲ ン を用い る か 否 か で 単独療法 ， 併用療法 に 分

け られ，ま た 投 与 の パ タ
ー

ン に よ り 逐 次 投 与 法

〔sequential ）
112）115｝，連続投与法 （continuous ）法

a ）Ilsllla ）

に 分類 さ れ る．子宮 の な い 婦人 で は エス ト ロ ゲ ン の 単

独，連続投与法 で よ い と い わ れ て い る が，子宮の あ る

婦人 で は 子宮 体癌 の 発生 予防 の た め 併 用 療 法 を行

う
31110il コ7｝11S ）．
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表 1　各種測定機器 に よ る腰椎 （L2− L
，）の 骨量管理 基準値

QDR・1000 XR ・26 DPX

最大骨量 値
＊ 1． 50 1．026 1．174

最大骨量 の 平均 値の 10パ ーセ ン トの 減少 O．945 0．917 1．045

〃 〃 　 の 20パ ー
セ ソ トの 減少 0．840 0．808 O．923

〃 〃 　 の 一ISD o．919 0．890 1．018
〃 ” 　 の

一1，5SD 0，854 O．822 0．940

〃 〃 　 の
一2SD 0．788 0，754 O．861

骨折閾値
料 0．800 0，770 0，890

最 大 骨量 　30歳 代1．050±0，131 ［QDR −1000］〔シ ル バ ー
サ イエソ ス 班1990年 骨 代 謝学

舒
3
り

”
脊椎 の 圧 迫骨折者の 90パ ー

セ ソ タ イル 値 （骨折者 の 90パ ー
セ ン トが存 在す る上 限

値）

各 種 測定機器 間 の 換 算式 鋤

DPX （x ）
…・QDR・1000 （y）　　　　y ＝O．8373x＋ 0， 668

XR ・26（x ）→ QDR・1000 （y）　　　y ＝ ・O，9633x＋ O．06工7

表 2　 退 行 期 骨 粗 鬆 症 の 診 断基 準 （平 成 4 年度改訂
5‘｝）

評価 項 目 基準点

骨量 の 減少
率
　 　 　　 　 （＋ ） 3

骨 折 あ り　 　 　 　 脊 椎
纏

　 1個 1

≧ 2 個 2

大腿骨頚 部 3

橈　 　　骨 1

女性で は 閉経 前
一1

腰背痛 あ り 1

血清　Ca，　P，　Al．P 値
綿＊

　 　 　正 　 　 　常

　　 1 項 目の 異常

　　 2項 目以 上 の 異 常

　 工

　0
一

工

抹

脊椎 の 圧迫骨 折 は 側面 レ ン ト ゲ ン 写真 に て 判定す

　る ．判定 に 際 し て は下 図 に 示 す計測 を行い ，A〆C，
　CIP の い ず れか が 0，8未満 の 場 合 を圧 迫 骨折 と判

　定す る ．椎 体 の 高 さが全 体的 に減少す る 場合 （扁

　平椎 ）は 判定椎体 の 上 位 あ る い は 下 位 の A ，C，　P

　 よ りもお の お の が 20パ
ー

セ ン ト以上 減 じて い る 場

　合に 圧 迫骨折 とす る，

除外疾患

　原発性 お よ び続 発性 副 甲状 腺機 能 亢 進 症，慢性 関

　　 節 リ ウ マ チ ，悪性腫瘍 の 骨 移転，多発性骨髄腫，
　　 外傷 続発 性骨粗 鬆症，骨軟化症，変形性脊椎

　　 症

・骨量 の 減少は 脊椎単純X 線写頁 （厚生省研 究班

分 類）で 判 定 す る。DXA の 測 定 結 果 を 用 い る

場 合に ば 第 2 〜4 腰椎 の 骨密度が各測 定装置に

お け る peak 　bone　mass の 平均値 を2SD 以上 下

　まわ る時に 骨量減少 と す る ．

1度 ： 縦の 骨梁が 目立 ち，また椎体終板 も目立つ

2度 ： 縦の 骨梁が粗 とな り，
　 　 な る ．

また 椎体終 板 も淡 く

3度 ：縦の 骨梁 が不 明瞭 と な り，全体 と して ぼや

　　 けた 感 じ を示す，

確 　 　実 ：合計

ほ ぼ確実 ：合計

疑 い あ り ：合 計

否定 的 　 ：合 計

5 点 以上

4 点

3 点

2点 以 下

図　脊椎圧 迫骨折判定時 の 計 測

＊ll
血 清 カ ル シ ウ ム 値 の 異 常 は 補 正 血 清 カ ル シ ウ ム

　 値 （補 正血 清 カ ル シ ウ ム ＝血 清 カ ル シ ウ ム 測定

　 値＋ ｛4 一血 清ア ル ブ ミ ソ 値 ｝） を 用 い て 判足 す

　 る ．血 清 AL ・P 値 は 各 施 設の 正 常上 限あ る い は

　 基準値 の L5 倍 以上 を 異常 とす る ．た だ し肝機 能

　 障害 の ある 場 合 は こ の 限 りで は な い ．
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表 3　 骨代謝 （骨形成お よ び骨吸収） パ ラ メ ータ
ー

骨形成 の 指標 とな る もの 参 考

ア ル カ リフ i ス フ ァ タ
ーゼ ※ （遁L清） 骨 性 （3 型） の ア ル カ リ フ ォ ス 7 ア タ

ー
ゼ が

指標 とな り，尿中 の ハ イ ド ロ キ シ プ ロ リン と

よ く相 関す る
3）S5 ）−59 ｝．

オ ス テ オ カ ル シ ン ※ （血 清） 骨芽細胞に よ り産生 さ礼 骨基質の 非 コ ラ
ー

ゲ ン

蛋 白の 1 〜2 パ ー
セ ン ト を構成 す る

57〕59 ）−s：，，

プ ロ コ ラ
ー

ゲ ソ 1 ペ プ タ イ ド （血 清） 骨 芽細 胞 に よ り産 生 さ れ，骨 基 質 の 90〜95
パ
ー

セ ソ トを 占め る 1 型 コ ラ ーゲ ソ の 分解産

物 で ある
59 ）ssト s6）．

骨吸 収の 指標 とな る も の

酒 石 酸抵抗性 酸

フ t ス フ ァ タ
ー

ゼ （血 漿）

破骨細胞 由来で ペ
ー

ジ ェッ ト病 や 副 甲状腺機

能亢進症 で 高値 とな る．尿 中ハイ ド 卩 キ シ プ

ロ リン とよ く相関 す る 59）ss）s7 ）−9D，，

ハイ ドロ キ シ プ ロ リン ※ （尿） 1型コラ
ーゲ ソ の 約 4 分 の 1を 占め る ア ミ ノ

酸で 骨吸収の 程度と よ く相関する
5e）．

ピ リ ジ ノ リ ソ （尿） 骨吸収 時の み 骨基 質 よ り溶 出す る と され る コ

ラ
ー

ゲ ソ 架橋物質 で あ る
59 〕91）−99 ）．

デオ キ シ ピ リジノ リ ン （尿） 同　 　上

（※ 印は 螳保 適応 ）

上記 以外 の もの と し て 血 中 カ ル シ ウ ム ※ ，リ ン ※ ，PTH ※ ，カ ル シ ト ニ ン ※ ，ビ タ ミン D 分 画，
尿中 カ ル シ ウ ム ※ ，リ ン ※ ，な どがあ る，

表 4　骨粗鬆症 と鑑別すべ き疾患

骨 粗鬆症 　 　骨軟化 症
副 甲状腺

機能 亢進症 鑁鸚症
鐃 齢 離 齢 骸 移

血 清 Ca → ↓ ↑ ↓〜→ 　 　 → 一時に ↑　 　 → 一時に ↑

血 清 P → ↓ ↓ ？ →〜時に ↑ →

BUN → → → ↑ → 〜時に ↑ →

Al．P → ↑ ↑〜→ ↑〜→ 　 　 → 一時に ↑ ↑一→

M 蛋 白 （
一

） （
一

） （
一

） 〔
一

） 〔＋ ） （一）

PTH ↑，→ ，↓　 　 や や ↑ ↑ ↑ → →〜↑

1，25（OH ），
D ↓〜→ ↓ ↑ ↓ → →

注 ）　 T ：上 昇，↓ ：低 下，→：正 常

　　腰背部痛を きた す疾患

　　　脊椎 カ リ Pt ス ，脊椎過敏症，変形 性脊椎症，脊椎 分離症，脊椎 す べ り症，椎間 板ヘル ニア な ど

　（1）逐次投与法

　結合型 エ ス ト ロ ゲ ン   ．625mg／日 を 1 日 目 よ り21日

間毎 日投与 し，
ゲ ス タ

ーゲ γ 〔酢酸 メ ドp キ シ プ ロ ゲ

ス テ 卩 ン （MPA ）〕5〜10mg ／日 を 10日 目 よ り21日 目 ま

で 毎 日 投 与 し22日 目 よ り 7 日間休薬 す る 投．与法 を 1

ク
ー

ル と し以後 こ れを繰 り返す．通常，休薬期間中 に

消退出血 を み る．

　（2）連続 1司時投与法

　結合型エス ト ロ ゲ ン 0．625mg／日 と MPA 　2．5mg ／日

を休薬期間を お か ず毎日服用 させ る．こ の 投与法で は

子宮内膜 は萎縮 し
119）

， 90パ ーセ ソ トは 1年 以内 に 出血

は な くな る
120 ｝121 ）．

　（3） 周 期 的 併 用 療法

　逐次投与法 の
一

種 で あ る が，ゲ ス タ
ーゲ ン を 周期 の

初 め に 投与す る 方法 で あ る．具体的 に は 結合型 エ ス ト

ロ ゲ ン 0．625mg ／日 を連 日 ， 体薬期間を お か ず に 投与す
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囈漏 ・ … 驫
休薬

合型 エ ス トロ ゲ ン 0，625面 g／日

…

…

MPA5 皿g／日 MPA5 皿9ノ臼

体

（2）　 連続 同時投与 法

結合 型 エ ス ト ロ ゲ ン 0．625tug／ 日

MPA 　2．5皿g／ 日

（3）　 　 周 期 的 併用 療法

　 　 1　　　　　　 10（12） 28 10（12） 28 日

結合型 エ ス トロ ゲ ン G．　625，mg ／日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

MPA5 皿g／日 MPA5 ロ9／日

結合型エ ス トロ ゲ ン は連 日投与 し、4週 な い し月初 めの 10B 間な い し12日間聾P八を 反

復投 与す る 。

　　　　　　　　　　　 図 1　 投与法

る が，投与初 日か ら 10日間な い し12日間 MPA 　 5〜10

mg ／日 を併用す る．MPA 投与 は 4週間 ご と，あ るい は

各月 の 初 日か ら定期的に 繰 り返す．

　閉経後間 もな い 婦人 で は 逐次投与法，周期的併用療

法な ど消退出血 の 起 こ る投与法 で よ い が
， 高齢女性や

出 血 を い や が る 女 性 に は 連続投 与法 が 勧 め ら れ

る
122 〕．

　4．投与期間

　閉経後 あ る い は 両側卵巣摘出後 で き る だ け早 い 時期

か ら
3）‘8 ＞，少な く と も 5 〜15年 間

3｝‘8〕

，65〜75歳 まで，

な い し は
一

生投与 した ほ うが よ い と い う報告
123 ）”126 ）

もある．

　5．管理

　 エ ス ト ロ ゲ ソ 投与開始前 に 了
・宮の 内膜 ス メ ア

ー又 は

内膜組 織診 お よ び 乳房 検査 〔視触診， マ ン モ グ ラ フ a ）

を行 い
48 》124 ），異常 の な い こ とを確認す る．それ以降 は

6 〜12 ヵ 月 ご と に 繰 り返す
4a ）。

者

者

6．　禁忌
110 ）126 ｝

〔1）絶対禁忌

（i）乳癌 （既往者 も含 む），子宮内膜癌患者

（ii）血栓症 ， 塞栓症の 既往の ある者

（iii）心不全，腎疾患，肝疾患 に よ り水貯留の あ る患

（iv）肝機能障害者

（V ） ポ ル フ ィ リ ソ 血 症者

（2）比較的禁忌

（i）未摘 出の 子宮筋腫，子宮内膜症 の 既往 を もつ 患

（ii）高血 圧症

（iii） イ ン シ ュリ ン を必要 と し て い る 糖尿病患者

（iv）原因 不 明 の 子宮 出血

（v ）子宮内膜癌 の 既往老

2） そ の 他 の 療法

／．対象
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　閉経後婦人 で 次 の い ず れ か に 該当す る場合，以 下 の

各種 の 薬剤に よ る治療が 試み られ て い る．

　（1）厚生省 シ ル バ …
サ イ エ ン ス 研究班診断基準で 4

点以上

　（2）閉経後骨 量減少 ， す なわち骨量 が 最大骨量 の 20
パ ーセ ン ト以上 の 減少

　 2，投与法

　（1）活性型 ビ タ ミ ソ D3製剤

　 ビ タ ミ ソ D
，
は 腸管 で の カ ル シ ウ ム 吸収 お よ び 腎 で

の カ ル シ ウ ム 再 吸 収 を 促進し て 体 内 の カ ル シ ウ ム バ ラ

ン ス を正 に 保 つ
127）．本剤 で は 石灰化促進作用 と骨 吸収

促 進作用 を有し，骨代謝 回 転 の 調節
L2s｝

を行 い
， 骨 量増

加を図 る ばか りで な く，骨折 の 予防効果
129 〕

も有す る。

現在治療に 用 い られ て い る 活 性型 ビ タ ミ ソ D3は ア ル

フ ァ カ ル シ ドール 〔ユα （OH ）D ，〕 と カ ル シ ト リオ ール

〔1，25（OH ），D3〕の 二 つ で ，こ の 2剤 の 効果比 は 血 中 カ

ル シ ウ ム 濃度 に よ る作用 を 指標 とす る と 1 ： 2 で あ

る。

　1，25（OH ）2Ds （ロ カ ル ト ロ
ー

ル   ）：0．5μ g／日　（経

口 ）， 1a（OH ）D3 〔ア ル フ ァ ロ
ール   ，ワ ン ア ル フ ァ   ）：

0．5〜1．0μg／口　（経 口 ）

　 カ ル シ ウ ム 摂取量 の 少 な い 場合 は カ ル シ ウ ム を併用

す る．

　 （2） カ ル シ ト ニ ン 製剤

　 カ ル シ ト ニ ン は 破骨細 胞 に 作 用 し て 骨 吸収 を抑

S［Ji3°）す る こ と に よ り骨量 減少を 抑制
131 ｝132 ）な い し は 骨

量 を増加す る
1° e＞133 ）．ま た鎮痛 作用を有す る こ とも知

られ，こ れ は 血液内 の β
一エ ソ ド ル フ ィ ソ を増加

ユ34）
さ

せ る た め と い われ て い る ，

　 ブ タ カ ル シ ト ニ ン （カ ル シ タ
ー

ル   ）：40単位／回 （筋

注），合成 ウ ナ ギ カ ル シ ト ニ ソ （エ ル シ ト ニ ン   ）： 1 単

位／回（筋注），合成サ ケ カ ル シ ト ニ ン （サ
ー

モ ト ニ ン   ，

カ ル シ ト ラ ソ   ）：10単位／回 （筋注）

　骨粗鬆症に伴 う疼痛に対し て は 週 2 回筋注す る．ま

た 骨量減少 の 抑制 ・改善 に 対 し て は 1 〜2 週に 1 回筋

注す る．　 　 　 　　 　 　 　 　　
’

　 （3） イ プ リ フ ラ ボ ン

　 イ プ リ フ ラ ボ ン は 破骨細胞 に よ る 骨 吸収 を 直 接抑制

す る
135｝136〕

とともに ，骨芽細胞の 機能を促進し ， 骨形成

を 亢進する 作用
1・IT ）13S ）もあ る とい わ れ て い る．さ ら に ，

本剤 は 閉経後な どに 減少 の み ら れ る カ ル シ ト ニ ン の 分

泌 を 亢進す る
139 ）14 °1直接的な 作用 と と も に ，カ ル シ ト

ニ ソ を 介す る 間接 的な作用
14D

に よ っ て も骨 吸 収 を 抑

制す る と い わ れ て い る．

H産婦誌45巻 6号

イ プ リ フ ラ ボ ソ （オ ス テ ソ   ）
’
600mg ／日　（経 口 ）

3．管理

（1）　ビ タ ミ ン D ＆製剤

　血 清 カ ル シ ウ ム 値 ， 尿 中 カ ル シ ウ ム 値 の 検査 が 必要

で，高 カ ル シ ウ ム n血L症 な い し高 カ ル シ ウ ム 尿症 が 発現

し た 場合 に は減薬又 は 休薬す る．

　（2） カ ル シ トニン 製剤

　嘔気，嘔 吐 な どの 消化器症状 と顔面紅潮，注射部位

の 疼痛が現れ る こ とがある．投与 中 は 血 清 カ ル シ ウ ム

を検査 し，正 常下 限 に な ら な い よ うに し，カ ル シ ウ ム

剤 の 併用 を考 え る．

　（3） イ プ リ フ ラ ボ ン

　本剤の 投与に よ り，消化器 に 対す る 副作用が発現す

る こ とが あ る た め
， 消化性潰瘍 の 既往を有す る 患者 に

は慎重 に 投与す る必 要がある．
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